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　橋下さんの舌禍事件は多いが、総選挙の最中の地下鉄の清掃の入札を巡り「大阪

の一流ホテルを掃除している業者が落札した」という街頭演説もまたその類だった。

交通局長がすぐに訂正して、事なきを得たようなので、挙げ足を取る様なことを言うつ

もりはない。ただ、発注者の大阪市が、ホテルのトイレを綺麗にしている業者に、地下

鉄のトイレを綺麗にして欲しいというような主旨のことを、入札の公募の段階で喧伝

されたとのことで、一言だけ言いたい。この際、地下鉄のような「公衆トイレ」はどうあっ

て欲しいか、その価値はどれほどのものか、発注者としてちゃんと提案して欲しいもの

だ。もちろん、高齢者や障がい者やさまざまな疾病を抱えた利用者のことも考慮して。

そして、ただ業者にやらせるというだけでなく、利用者の協力も含めてだ。ボクは、橋下

市長の舌禍が「事の始まり」になったらと密かに期待している。都市の「現場」に立ち入

って見るということで、ゴミの回収問題等もそういう切り口が必要だ。そうして橋下市

長が「現場」感覚を磨いてくれたら、名市長になる。

　何も、新年の挨拶で橋下論をぶつつもりはない。わが社の竹中君は、最近、「賃貸住

宅の管理は福祉だ」と自論を口にすることが多い。社長のボクは、これを「社会住宅」

だと論ずるだけだが、彼は日夜、家庭内暴力や借金の取り立てに苦しむ入居者に寄り

添っている。ちょっと話が長いのが欠点だが、とにかく粘り強い。それが「現場」だと、ち

ょっと反省も込めて、㈱ナイスの今年一年の抱負を思い浮かべた。橋下市長と競って、

わが社も、「現場」に徹して、都市(にしなり)生活を支えて、まちに「溶けていく」。

　今年も、㈱ナイスをよろしくお願いします。遅れましたが、新年あけましておめでとう

ございます。

                                      ㈱ナイス代表取締役 冨田一幸 社員一同

2013年の合言葉は「現場」

新年のごあいさつ
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友識者たち２

出席者：荒木 幹雄／飯島 照喜／田岡 博行／瀧本 衛／谷元 昭信／冨田 一幸

かと、非常に強い危機感を持っている。
瀧本：結果から見れば自民党の大勝だが、
３割の得票で６割の議席。前回の政権
交代の時もそうだが、小選挙区制が問
題だなというのがまず一点。それと、
安部さんの右傾化。これが本当に怖い。
参議院選挙の結果によっては、本当に
問題になってくると思う。経済政策も
ある意味財界寄りで、大企業には利す
るけれども、多くの国民にとっては非
常に不安な政権になっていく。そうい
う意味では、参議院選挙では本当に自
民党を勝たしてはいけないと思ってい
る。

冨田：選挙というのは中流層が決めるんで
すよ。一番多いから。民主党が政権を
取ったのは、この人たちからの「改革
しても良いよ」というサインだったと
思うが、残念ながら民主党は何一つ改
革しなかったし、消費税増税で完全に
裏切った。今回は、「改革必要」と思っ
ていた中流層の多くが、自分の身が可
愛くなって自民党や公明党に回ったん
だろうなと思う。反面、改革の担い手
として頑張ったのは維新の会とみんな
の党で、そういう意味では、一定の支
持も受けて当たり前だ。あとは、未来
の党は残念ながら作戦ミスで、橋下さ
んと組んでオリーブの木を作るつもり
だったんだけど、右からも左からもと
いうイタリアのようなオリーブの木が
できなかったから、保守派に負けたと
いうことだ。

選挙の争点

佐：消費税の問題がもうひとつわからなく
なってしまいました。

冨：僕はやっぱり消費税が今回の選挙の最
大の争点だと思う。でも争点だと言い
ながら、消費税反対だという人は、維
新の会やみんなの党に入れるしかな
かったわけで、自民党が大勝というこ
とは、やっぱり消費税増税反対はあき
らめたんだろう、国民は。

荒：消費税増税の時に、増税反対がいなかっ
たんですよ。それは「３年後には必要
です」と代表者が言っているから、市

民は「消費税は上げないといけないん
だな」という雰囲気は全体にあったと
思う。

冨：非常に先行きが不安だという状態で、
消費税の議論をしたのは日本では初め
てだけど、それでも中流層の人は賛成
した。やっぱり、とことん反対じゃな
かったんだろう。

谷：経済成長も右肩下がりの状態で、社会
保障費は上がって、どこで補填するん
だということで、消費税増税に賛成し
かないと判断したんじゃないか。問題
は消費税増税の仕組みが十分議論され
ていないっていうことじゃないか。

冨：違う。政権交代の時に、民主党は増税
しないと言ったんですよ。「増税は反対
だったでしょ？だから増税に賛成して
いるというのは嘘でしょ？」と言いた
いんですよ。

谷：それは増税しないという言い方じゃな
くて、自分たちが政権の時に４年間は
手を付けないという言い方だったじゃ
ない？

冨：違う違う。消費税増税以外にも財源が
あると言ってた。民主党支持の人は、
増税が無くても改革できるから支持し
てたんでしょ？ 

田：いろんな予算を揺さぶったら財源が出
てくるということに期待したけど、やっ
ぱり出てこなかったということじゃな
いですかね。

冨：出てこなかったんじゃなくて、出さな
かったんですよ。社会保障を改革する
とか。それなのに消費税増税の理由は、
「厚生年金がしんどいから税金から補填
する」だった。有るから良い、無いか
らダメということでは、民主党を支持

衆議院選挙が終わり、何かしらむなしい徒労感を感じた人たちも多かったと思います。
しかし、自分たちの地域やくらしを考える人たちにとっては、実はこの現実が新たなスター
ト地点になったと実感しているのです。地域に足場を持つ人たちに集まってもらい、選挙
後の雑感を語りあいました。

インタビュアー：佐々木敏明　/　記録：安田壽斗・川井友二

選挙戦の印象

佐々木：今回の選挙は、何を争点にしたかっ
たのか分かり辛い選挙だったのではな
いか。TPP、原発、消費税など、トピッ
クはあるが、政党としてのビジョンが
全く見えてこない、語られない選挙で
もあったと思う。先ずは、この選挙結
果の印象などをお話しいただけたらと
思います。

荒木：民主党が思っていたより悪く、自民
党がひとり勝ちという感じはある。維
新の会が伸びず、未来の党への期待票
が出なかった。中でも自民党の国防軍
の話だとか、かなり右寄りの意見があっ
て危惧している。そこに対抗する、例
えば庶民の生活を守るグループが見え
てこない。それと、もう少し政策の議
論をするべきだと思うね。それぞれ意
見は違っても、論点がオープンにされ
ないとわかりにくいと思った。

飯島：未来の党について言えば選挙をして
いるという感じがしなかった。自民党
が圧勝するだろうと有権者もわかって
いたので、候補者も戦う前にして、そ
の気運があったのではないかと感じた。

それと荒木さんが言われたように、中
身の議論が全然ないということだ。そ
の方が怖いなというように感じる。

谷元：全体的に争点なき選挙だった。国防
軍などや公序良俗など自由の問題には
タガをかけてきている。保守色は鮮明
に出ているが、対抗軸が何も提示でき
ていない。だからこそ全体に熱気がな
く、自民党の圧勝になったのではない
か。もっと明確に争点がわかるような
スタンスが必要だった。今後はそんな
対抗軸をつくる運動と組織を地域から
作り直さないと、この状態は続くので
はないかという気がする。

田岡：今回の選挙で感じたことは、世間が
右向きに反応したところです。尖閣問
題などでマスコミにも煽られた。そこ
が変なナショナリズムにつながって、
それを安部さんが柱に据えてきたとこ
ろがあると思う。政党政策はあると思
うが、リーダーがどうかということが
大きく左右して、政策が注目されてい
ないように思った。それと、選挙結果
から怖いと感じるのが憲法の改正だ。
自民党と維新の会が一緒になって憲法
を変える方向に進む勢いが加速しない
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した人は崩れますよ。我々はそれを支
持してるんだから。

田：それが出なかったから崩れて、今言う
通り、世論でいうと賛成だという方向
に移ってきている。

冨：それは、もうちょっと努力してよって
思う。なんかペテンなんですよ。出せ
るって言って出せなかったから増税す
る。「あれ？急な話だな」って思う。絶
対に増税反対です。社会保障の財源が
乏しくなったなら、社会保障から出し
ましょうよ。それをせずして増税をす
ると、社会保障の負担を巡って強い者
と弱い者の差が出る。また弱い者のと
ころだけに負担が行くわけだ。

谷：社会保障制度を改革したら、そこから
相当の財源がでて、それで新たなとこ
ろに振り向けることができると？

冨：いや、増税の根拠である社会保障を諦
めたら良い。財源がなければ、分相応
の財源で我慢する。増税の必要なんて
一切ないって言っている。年金とか医
療の金がないから増税するというなら、
それはペテンでしょ。そうしないと何
でも増税になってくる。

田：「社会保障と税の一体改革」が一向に進
まない中で、片方だけというのはね。
バックボーンとなる経済を上げる方が
大事という議論がありますね。そんな
事だって併せて検討して増税というの
であればわかるけど、確かに何故あの
タイミングで増税なのか。

冨：この数年の増税理由はすべて社会保障
だ。でも消費税上げたら福祉が回って
くるってという意味でもない。維持す
るって言ってるんですよ。それは、高
い厚生年金をもらっている人は高いま
ま、貧乏な人たちは低いまま維持され
るのか？ということだ。

瀧：国民会議での議論が逆ですよね。こう
なったからこれだけの財源がいるとい
うようにしなければいけなかったわけ
ですね。

谷：そうそう、そっちが全然進んでないん
だよね。そういう一体改革だと言いな
がら、本来やるべき社会保障の改革を
明確にせずに、こっちだけ上げるから

「そりゃおかしいやないか！それは反対
や」と。

冨：名古屋の市長が減税だと言っていて、
庶民の気持ちを良くわかっているし、
政治家の思想として税金を下げること
は間違ってない。それから橋下がやっ
た、公務労働や公共サービスを見直し
たというのも正しい。ただ、「そこだけ
しか言わないようではあきまへんで」
ということだ。しかし、民主党は、何
もしなかったからね。多分、自民党も
何もしないと思う。消費税と生活保護
を減らそうと思っている。それでは生
活保護を削るだけで、浮いた金をパー
ソナルサポートなどに回すということ
をやっていくんだろうし、こんなに格
差拡大社会を作っているのは今の増税
路線だと思いますね。

右傾化日本？

佐：先ほどの右傾化論議についてですが、
例えば尖閣、竹島問題など、中国・韓
国とは関係性を良くする必要があると
思うけれど、マイナス方向に流れていっ
てしまっている。先ほどナショナリズ
ムについても出ましたが、これは右傾
化なのか、それとも日本人自身が歴史
を理解していない認識不足の問題なの
ではないか。領土問題は、個人的には
どうでもいい問題だと思っていて、従
来通り棚上げで良いと思うのですが。

谷：その辺は、橋下が言っていたように共
同管理でいいんじゃないかな。地下資
源問題が深く関わっているから思惑が

絡んでいるけど、国境紛争になりそう
な領土に関しては、国連への提訴によ
る調停案を以て共同管理するべきだ。
へたにいじると訳のわからないナショ
ナリズムがどんどん出てきてしまう。

冨：どっちにしろ、日米は倦怠期なんだと
思うな。こうやってみると自衛隊のま
まで良いはずないよなと思いますね。
国防軍つくるにしても止めるにしても、
そろそろ何か決めないと中途半端な自
衛隊という状態は、議論が起こって当
たり前という気はするね。

瀧：防衛予算は世界で４位です。憲法九条
を変えれば軍隊がもてるのでしょうか。

谷：九条は徹底的に語られなければならな
い。ただ九十六条改正問題は手続きの
問題。自衛隊ではダメというのであれ
ば自衛隊を解体させればいいわけです
よ。それで国際社会の中で、日本の役
割が果たせるかという議論をしておか
なければいけないけど、ここが中途半
端なままになっているというところに
問題があると思う。

冨：しかし、今回、どの党も変わらなかっ
たね。右寄りって言ってるけど、自民
党は右寄りの言葉を使ってるくらいで、
どの党も中身はほとんど一緒。それに
しても憲法はねぇ、アメリカとの関係
が大きな問題なんですよね。

佐：沖縄がなおざりにされていますよね。
今回の選挙でも沖縄は全く争点になら
なかった。

冨：もっと議論をしないと変わらないだろ
う。アメリカと手を切ったら基地をな
くせるけど。九条って嫌味な言い方す
ると、アメリカ追随とも取れる。軍隊

でもないのに多額の予算をつけられる
のは、アメリカが言っているから成り
立っているんですよね。極端に言うと
日本ってアメリカの属国かなというく
らいの難しい問題だと思うね。

荒：アメリカの言いなりというところは強
いだろうね。日本の学者なんかにもそ
ういうのがあって、日本で決めてるよ
うな形だけど、アメリカの圧力ってい
うのが陰にあるっていう気がするね。

冨：アメリカの従属でいいけど、その代り
アメリカの議会に日本人が参加させて
もらうというのはどうかな。アメリカ
の民意を決定する事項に、日本にも参
加させてくれと。要するに、沖縄の基
地提供者として、そういうポジション
が欲しいというわけです。

谷：それは沖縄住民が（アメリカ議会に）
行くの？

冨：当事者じゃなくてもいい。要するに、
こんな議論していても沖縄問題は変わ
らないと思う。アメリカがどう考える
かが沖縄の全てになる。アメリカが世
界平和をどう考えるかというところに
参加しないと、日本でいくらやったっ
て、それは無理だと。アメリカは沖縄
という形で日本を侵略してるけど、代
わりに防衛という意味で犠牲を払って
いるわけですよ。そういう意味で言っ
たら、アメリカがもっと優しい国になっ
てほしいなというように、僕らは運動
した方が良いという気がする。

谷：保守の草の根が大きかったのではない
か。リベラルか保守かという対抗軸に
なってきている。

おわりに
　
　間接的あるいは直接的民主主義につ
いても話がしたかったのですが、ダイ
アログではちょっと時間に無理があり
ました。それでもこのまちで仕事し暮
らす人たちの視線は、目先ではなくそ
のちょっと先を眺めていることが確認
できてよかった。　　               （佐々木）
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新しいものが幅をきかせ、それまで使われてきた道具は捨てられる
便利さや能率が、文化という人の営みや育みを追い払う
知恵や工夫こそが、生活を支えるみなもとと考えるなび編集子は
かつてわたしたちが活用してきたものたちに登場してもらおうと考えた

消えゆくことば ３

第15回

消えゆくことば ３
硯

ています。ベランダと違い物干しは家屋か

ら独立していて風通しがよく、しかも洗濯

物を高い位置に干すことが出来るため、乾

燥には最適だったと思います。夏場などは

夕涼みなどに利用したこともありました。

物干しはすべて木製で時には腐食し、よ

く父が補修の大工仕事をしていました。或

る時祖母が物干しの一角に身体を触れた瞬

間、腐った木枠が重みで裂けて砕け散り、

そのまま真下に落下してしまったことがあ

りました。運良く下には父がいて、突然落

ちてきた祖母を受け止め難を逃れたという

事件です。我が家では、祖母の落下事件と

して久しく語り継がれたりしたものです。

この物干しと家屋を分かつガラス戸を守

る役割をしたのが雨戸でした。今ではシャッ

ターなどに取って代わりましたが、当時の

雨戸はやはり木で出来ていました。戸袋の

中に幅半間（90 ㎝）ほどの雨戸が格納され

ており、ガラス戸と並行するレールに沿っ

て引き出します。私の家のガラス戸は４枚

あり、それぞれが半間ほどのサイズであっ

たので、戸袋には雨戸が４枚入っていたと

思います。台風や大雨からガラスを守るだ

けではなく、内側から鍵がかけられ防犯に

も役立ち、冬などは暖房の味方でもありま

した。

北区天神橋に或る「住まい情報センター」

内にある「大阪くらし今昔館」には、江戸

時代後期の商家や店舗、民家の町並みや風

物などを原寸ジオラマで楽しく見せてくれ

ます。とくに町家などの裏側の二階に設置

された物干しは、私たちの時代に見た物干

しとそのまま同じ形で、連綿と引き継がれ

てきた風景であったことがわかります。

西側の部屋にある窓を開けると、窓幅か

ら外側にむかって 30 ㎝ほど張り出した木製

の縁側がありました。ちいさな子どもが一

人ねっ転がれるぐらいの濡れ縁の役割は落

下防止でしょうが、無味乾燥な窓に装飾的

なベランダを附加した、いわば無駄の美な

のです。

無駄といえば、２階の階段側居室の壁に

は直径１ｍほどの丸窓が繰りぬかれていて、

竹棒が真ん中斜めにめぐらされ、裏側に障

子がはめられていました。障子をはずせば

階段を覗くことが出来ました。丸窓は部屋

にアクセントをつけるデザインであり飾り

です。しかし、階段なかほどの薄暗い照明

燈の光が、夜間、障子の裏からほんのり映

えるさまは、まさに谷崎潤一郎の『陰翳礼

讃（いんえいらいさん）』で語られた、日本

の闇と光のコントラストである情感があり

ました。

今ではライトアップとかで光が饒舌にな

り陰影へのたしなみが薄れ、日本の美が廃

れゆくばかりです。

※物干及び雨戸の写真は「大阪くらしの今
昔館」のジオラマです。物干し

雨戸と戸袋
11 月及び 12 月号のなびでは、私が過去

住んでいた民家の、おもに一階部分の住居

空間や道具類についてお話ししました。玄

関に入り、あがり框（がまち）に足を踏み

入れると四畳半ほどの板間があり安物の敷

物が敷かれていました。ここが我が家の応

接室兼親父の書斎として機能し、狭い部屋

には応接用の二脚のイスとテーブルがあり、

来客のある時はここで応対をしていました。

父の小さな洋机の上には硯箱（すずりば

こ）や書籍、書類などが置かれていました。

硯箱の中には文鎮（ぶんちん）、硯や墨、筆

などが丁寧に整頓されていて、父が暇な時

に毛筆を使って書道に専念していた状景を

思い出します。

私たちの世代には小中学校で書道の授業

がありました。硯や墨、筆、緑色の下敷き

や文鎮などをセットにしてカバンに入れ通

学するのですが、この授業だけでもカバン

が重くなり、しかも授業中に硯で墨をすり

続けたり、文字を書いたりすると墨で手が

汚れてうっとうしく、大嫌いな授業であっ

たのです。現在中学校では毛筆の授業はな

くなっているようで、学校での書道は実質

的に “化石化” しつつあるようです。

私は後年、表現の仕事をするようになっ

たため、毛筆で絵の具を使って絵を描いた

り、文字書きをする機会が多く、今から思

えば、もっと書道の授業に励んでおけばよ

かったと後悔しました。

書道の授業は、文字を上達させることは

勿論ですが、実は書道を実践する際に姿勢

を教えているのであり、知性や品格、ある

いは我慢を養う伝統的修練を教えていたの

です。その集積が芸というもので、まさに

落ちこぼれ少年にとって書道のみならず、

学問すべてが「少年老い易く学成り難し」

への反省なのでした。

二階へはこの部屋の奥にある階段を上り

ます。６畳二間の居室があり、東側には立

て付けの悪い全面開閉のガラス戸があり、

外に出ると物干しがありました。今ではベ

ランダが通称なのですが、この頃は物干し

といって、やはり洗濯物を干す空間になっ
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　ボクは昔こんな話をしつこく繰

り返していた。失業率５％とかい

うと抽象の話だけど、西成で ( 稼

働年齢の ) 生活保護受給者や就職

相談に来る人の住所を地図に落と

していくと次々に塗りつぶされて

いって、複数の困難者や求職者が

いる家族を黒塗りにすると、これ

がけっこうな数になる。地域や家

族に失業が偏在する。共働きなら

ぬ「挙家労働」で働き、時に「挙

家失業」している。そして、生活

保護の「世代間移転」など悪循環

を繰り返している。昔々同和問題

の勉強で教えられた「多問題福祉」

がずっと続いていた。ボクが、こ

れを「失業の偏在」と言って、失

業者はハローワークにいるのでは

なく、あなたの隣にいると訴えて

「地域就労支援事業」を提案した

のは 2001 年の頃だった。

　部落出身者と部落外の人との婚姻は

随分進んできていたことを指摘する人

は多かったが、一方で、厚生年金の男

と厚生年金の女が職場結婚し、国民年

金の男と国民年金の女の結婚に「分裂」

していっている状況を指摘する人は皆

無に近かった。同和対策の進展の中で、

とくに部落内の「分裂」は顕著であっ

た。ボクは、西成のこうした現実を、「貧

困や困難が一方通行で西成にやってく

る」と評していた。

　あれから 20 年ほど経った。西成の

生活保護は急増したが、その大半は高

齢者で、あの頃、国民年金と国民年金

の結婚、はたまた「挙家労働」してい

た人たちで、「世代間移転」から

抜け出せなかった人もいる。共済

年金や厚生年金の人は社会で多数

派になって、多分この総選挙でも、

年金や社会保障の行く末を考えな

がら一票を投じた人も多いだろ

う。一方、社会の「少数派」になっ

た人たちは、自分には縁のなさそ

うな年金の話に頓珍漢な相槌を打

ちながら、誰に入れるのか迷われ

ただろう。そして、期せずして、

あの頃まだ少年少女だった人たち

も「少数派」に仲間入りしてきて、

社会福祉はさらに「多問題」になっ

たし、その分政治も流動してきた。

　社会福祉はいつも選挙の争点に

なるが、どの党も社会福祉の「分

裂」に深く立ち入らない。せいぜ

い、公明党が消費税を上げても、

生活必需品には軽減税率を適用す

ると言っただけだった。公明党は創価

学会員さんから社会の少数派の声を聴

いているからなんだろうが、ほとんど

焼け石に水の政策だと思う。ボクは、

中川治さんの選挙を手伝いながら

( ちょっとだけだったが )、社会福祉を

聖域のように扱う政治は、かえってそ

の聖域に足を踏む入れようとしないも

のだと痛感した。橋下さんも、自分の

言葉で語る稀有な政治家だけど、福祉

はいたって苦手なようで、急に口下手

になった。部落解放運動や社会運動や

社会的企業は、自らの役割を見直した

方が良いと思った選挙だった。

 ㈱ナイス代表取締役 冨田一幸
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フェアトレードって？

先進国に比べ福祉制度が充足しない途上国では、食べていくことさえ困難な障がい者も多い

のです。しかし、アクセサリーの開発や食料品の販売などを行い経済的に自立している障がい

者や、病院、学校などの事業を運営する障がい者の団体もあります。

フェアトレードとは、途上国の障がい者や女性など、経済的、社会的に弱い立場の生産者に

仕事の機会をつくり、公正な対価を支払うことで、自力でくらしが向上できるよう援助する支

援活動のことです。

ビッグ・アイセミナーでは、日本のフェアトレードではパイオニア的存在の、ピープル・ツリー

常務取締役である胤森なお子氏を講師に迎え、魅力的な商品開発、品質管理、販路開拓、消費

者ニーズなどフェアトレードに欠かせない基礎編を話していただきます。

テーマ：フェアトレードに学ぶ商品開発、マーケティングの基礎
講　師：胤森なお子（ピープル・ツリー常務取締役／広報ディレクター）

日　時：2013 年 2月 16 日（土）14：00 ～ 17：00
ところ：ビッグ・アイ（国際障がい者交流センター）研修室
定　員：７０名（要申込＝手話通訳・点字プログラム・音声補聴）         

盲導犬同伴可
対　象：障がい者の収入アップを目指す福祉施設や団体職

員／学生・一般の方入場無料（予約をお願します）

たねもり

国際障害者交流センター（ビッグ・アイ）
〒590-0115　大阪府堺市南区茶山台 1-8-1
TEL 072-290-0900　FAX 072-290-0920

ビッグ・アイセミナー
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